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１ はじめに

我々は，今日，天気予報を調べる，ニュースを閲

覧する，テレビ番組表を確認するなどのことを，イ

ンターネットを利用し簡単に行っている．現在のイ

ンターネット上には，サービスを提供する多くの

サーバーが存在し，それらを利用して様々な情報や

データを入手することが可能となった．

しかし，このような状況はここ３，４年のうちに

急速に普及したものであり，今から７，８年前には

サービスを提供するインターネット上のサーバーの

数は少なく，その利用はまだ緒についたばかりで

あった．JODC（Japan Oceanographic Data Cen-

ter）では，そのような時期にインターネットを利用

して海洋データを提供するシステム J-DOSS

（JODC Data Online Service System）を開発した．

これは，当時としてはかなり先端的なシステムで

あった．本稿では，この J-DOSSの歴史を振り返る

とともに，2001年から行ってきた本システムの大幅

な更新をほぼ終えたのでその概要について報告す

る．

２ J-DOSSの歴史

JODCでは，早くから海洋データや海洋情報を

データベース化し，コンピュータで管理して，デー

タを抽出するシステムを構築していた．このシステ

ムは J-DARS（JODC Oceanographic Data Archiv-

ing and Retrieving System）と呼ばれ，当時のシ

ステムでは一般的であった SQL（Structured Query
 

Language：構造化問合せ言語とよばれ，データ

ベースの定義や操作などを実現するためのデータ

ベース言語の一つ）のサービスである SQL Forms

及び SQL Menu等を利用してデータの検索・抽出を

行っていた．このシステムでは，データを提供する

特定のコンピュータにログインし，検索する条件を

入力して初めてデータを入手することができた．こ

のシステムには，コンピュータへアクセスするには

アカウントを取得した特定ユーザーのみが可能で，
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写真１ J-DOSSの構成

Photo.１ Composition of J-DOSS



また入出力が全てテキストベースであるなど，一般

的なユーザーが利用するのに使いづらい欠点があっ

た．

これらを解消するため，当時開発されたばかりの

ネットスケープなどのWEBブラウザを通して

ユーザーが簡単にデータを入手できる，いわゆる

WWW（World Wide Web）システムによるデータ

提供システム J-DOSSの開発が始まった．この

WEBサーバーとWEBブラウザを利用したシステ

ムの特徴は，不特定のユーザーが特別のアプリケー

ションを利用せずデータを提供するサーバーへアク

セスできること，及び検索条件の入力や出力結果が

GUI（Graphical User Interface：文字以外の絵や

アイコンを使った直感的で分かりやすい操作方法）

を利用してより分かりやすく簡単に利用できること

である．

J-DOSSの開発は，当初，J-DARSで取扱っていた

各層データや海流データをWWW で利用できる環

境に移植することから始まった．その後，潮汐デー

タや生物データを，さらに，KER（黒潮開発利用調

査研究）や JRK（日中黒潮共同調査）等の各プロジェ

クトで取得された観測データを追加した．

J-DOSSの最初のシステムは，1994年にNEC社

製 EWS4800に構築されたが，データ量の増加やセ

キュリティーの強化に対応するため，1996年１月に

UNISYS社製US-120を導入し性能の大幅アップを

図った．主記憶容量は512MB，ハードディスク容量

は50GBで，障害に強い RAID5（Redundant Arrays
 

of Inexpensive Disks：複数のディスクを並列に接

続し，高速性・障害耐久性の向上を図ったストレー

ジ技術）の機能を有する当時としてはかなり高性能

のマシンであった．データベースソフトにはORA-

CLE7を使用した．

一方，インターネットへの接続環境もそのインフ

ラ整備の伸展に付随して充実されてきた．インター

ネットへの最初の接続は1994年１月で，TISN（東京

大学国際科学ネットワーク：東京大学理学部を中心

に日本の公共研究機関や公共性の高い民間研究開発

機関などがインターネットに参加するため運用され

た学術ネットワークの名称）へ接続され，試験運用

期間を経て1995年９月から一般ユーザーへの公開を

始めた．その際の回線幅は64kbpsであったが，1996

年１月には商用プロバイダーの一つである SPIN

へ変更し回線幅を1.5Mbpsへ拡張した．また，イン

ターネット上のハッキング等の不正アクセスが頻発

したため，その対処策として2000年９月に Firewall

（インターネットと内部の LANとの間に設置し，

相方の通信を制御することにより，外部から内部へ

の不正なアクセスを防ぐもの）を設置した．

第１図は，JODCのWEBページへの月間アクセ

ス数の推移である．1995年10月の統計開始から2001

年までに月間のアクセス数は約１万件ずつ増加して

いる．なお，2002年年初のアクセス数の落ち込みは，

一部のページがカウントされなかったことが原因で

生じている．現在は，ほぼ月間８万件のアクセスが

ある．

このように，インターネットの成長に歩調を合わ

せて充実を図ってきた J-DOSSは，そのシステムの

第１図 J-DOSS月間アクセス数の推移

Fig.１ Monthly access number of JODC WEB Page.
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先進性と有効性が高く評価され，1996年10月に通商

産業省の関連団体である情報化月間推進会議議長か

ら，日本の情報化の促進に貢献したとの理由で「優

秀情報処理システムの表彰」を受けた．

３ J-DOSSの更新概要

以上のように，J-DOSSは着実に進歩を遂げてき

たが，情報公開法の制定や ITの急速な伸展，さらに

は，海洋観測機器の発展による大容量データの取得

といった種々の環境の変化への対応が求められ，

2001年から以下のような大幅なシステムの更新を

行った．

・ ハードウェアーの増強及びセキュリティーの

強化

・ データ提供項目の追加とデータの更新

・ データ取得制限の撤廃

3.1 ハードウェアーの増強及びセキュリティー

の強化

観測データ等の増大や J-DOSSへのアクセス数

の増加により，検索した結果の応答が遅くなり最悪

の場合はタイムアウトで終了する等の障害が発生し

た．また，ハッカー行為などを防止するため以下の

措置を講じた．

・ 2001年９月にケーブル・アンド・ワイヤレス

IDCが運営するATM サービスに変更し，回

線幅を６Mbpsにアップした．

・ 2001年11月に SUN社製のULTRA60を新た

な検索用サーバーとして導入し性能のアップ

を図った．ULTRA60の主記憶容量は2GB，

ハードディスク容量は RAID５時320GBで

ある．併せて，データを転送する FTPサー

バーとして SUN社製の blade100を設置し

た．

・ 2002年７月にデータ容量の増加に対応するた

めハードディスク容量560GBのNASサー

バー（ネットワーク上でファイルを共有化し

ディスク容量を増加できるサーバー）を追加

整備した．

これらの整備により，処理速度の向上，主記憶・

データ領域等の大幅な増大及び信頼性の向上が図ら

れた．また，サーバーを複数設置し，それぞれのサー

バーを単機能とすることでセキュリティー上のリス

クを軽減した．さらに，クロスサイトスクリプティ

ングやバッファーオーバフローなど，WEB上から

入力されるデータによって引き起こされるセキュリ

ティーホールへの攻撃については入力ユーザーが入

力する文字を制限するなどの対策を行い，より安全

なシステムを構築した．第２図に2002年10月現在の

J-DOSSの構成を示す．

3.2 データ提供項目の追加とデータの更新

第１表に，現在 J-DOSSで提供しているデータや

情報の項目を示す．また，以下に今回更新或は追加

したデータの概要を記す．

各層系及び海流系データの更新

・ フォーマットの変更

従来，各層，BT，GEK，ADCP等観測機器別に

提供していたデータを各層系データ（スカラーデー

タ），海流系データ（ベクターデータ）の２種類に統

合した．これにより，ユーザーは水温なら水温のデー

第２図 J-DOSSの構成機器

Fig.２ Configuration of J-DOSS.

第１表 J-DOSSで提供している海洋データ等

Table1 Contents of J-DOSS.
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タを観測機器毎に複数回検索することなく，一度に

抽出できるようになった．また，各層系，海流系の

ヘッダー部のフォーマットを共通としたので，同様

なソフトで処理が行えるなど利便性も向上した．

・ データの管理方法の変更

従来用いていたORACLEを使ったデータベース

を廃止し，主にテキストベースでデータを管理する

方式へ変更した．J-DOSSで管理するデータベース

は，観測年毎のディレクトリーの下に緯経度５度毎

にまとめられたテキストファイルで構成される．こ

のデータベースからインデックスを作成し，それを

フリーのデータベースソフトである Postgressで管

理している．これにより，従来のORACLEによって

全てのデータを管理する方式に比べて，J-DOSSへ

のデータの追加や修正が容易となった．また，前述

したフォーマットの変更及びテキストベースによる

データ管理としたことにより，データ受領以降の一

連のデータ処理がスムーズとなり，受領から提供ま

でのタイムラグを従来に比べかなり短縮することが

できた．

なお，J-DOSSが包含しているデータは，太平洋，

インド洋，南極海で取得されたものである．

・ 各層系データの更新

外国機関のデータについては，従来 JODCが保有

していたデータに替え，WDC-Aが刊行したデータ

セットWorld Ocean Database1998（WOD98）に

含まれる全ての外国機関のデータを採用した．これ

により，WOCE（世界海洋循環実験），JGOFS（全

球海洋フラックス合同研究計画）等の国際プロジェ

クトで取得された高精度な観測データが新たに追加

された．

国内機関のデータについては，今回の更新に合せ，

気象庁，防衛庁，海上保安庁から受領した最新のデー

タを追加するとともに，中央水産研究所経由の各水

産研究所（現独立行政法人）や各都道府県水産試験

場等のデータ（1963～1993年）約41万測点を加えて

いる．当データには長期にわたる沿岸定線観測デー

タが含まれており，沿岸域データ量の大幅な増大と

ともに，気候変動等の研究に有用な時系列データと

して特に貴重であろう．

このような更新の結果，各層系データ全体の観測

期間は1874年から2000年まで，総数は約336万点と

なった．第３図は，各層系水温データの１度メッシュ

当たりの測点密度分布を示したもので，赤色の濃い

メッシュほど観測数が多いことを表す．

・ 海流系データの更新

国内機関のデータは最新のものまで取り込み，

ADCPデータは主として海上保安庁の巡視船，測量

船が取得した2000年までのデータを収録した．また，

海上保安庁が数多く放流しデータを取得している

ARGOSブイのデータを新たに追加した．これは，位

置と時刻からブイの変位量を求め海流値を算出した

もので，船舶観測の少ない太平洋中部，インド洋及

び南極海周辺海域のデータを補完する意味でも貴重

である．外国機関のデータは，従来からの海流のマ

スターデータをそのまま採用している．

海流系データ全体の観測期間は1854年から2000年

まで，約1,220万点である．第４図に海流系偏流デー

タの１度メッシュ当たりの測点密度分布を示す．

海洋生物データの更新

海洋生物データ（主にプランクトン）は，海洋生

物種を分類学上の体系に沿ってコード化した「分類

コード」と「観測データ」の２種類のデータを J-

DOSSへ掲載している．分類コードは最近大幅に改

訂・刊行された「海洋生物コード（プランクトン）

2001」に更新するとともに，その検索方法も種の名

称やコード等を入力し一致する項目を検索する方式

第３図 各層系水温データ測点図

Fig.３ Distribution of Scalar Data (Tempera
 

ture).

-
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と，門・綱・目等の階層化されたテーブルから順次

検索していく方式の２種類を用意し使いやすくし

た．なお，この新分類コードの登録種数は約8,100種

で以前の版と比べて約2000種増加している．

水深データの更新

水深データは，従来の３次メッシュデータ（行政

管理庁告示第143号「統計に用いる標準地域メッシュ

及び標準地域メッシュコード」）に基づくもので，２

万５千分の１地形図の図郭割の縦横10等分の範囲に

相 当 し 約 １×１ ㎞ で あ る）に 替 え て J-

EGG500（JODC-Expert Grid data for Geogra-

phy：日本近海500ⅿメッシュ海底地形データ）を登

録した．このメッシュデータは，海上保安庁をはじ

めとした各海洋調査機関によって得られた膨大な水

深データから，エラーデータを修正し，500ⅿ間隔で

格子化した水深のデータセットである．従来のメッ

シュデータに比べメッシュ範囲が小さくなり精度が

向上するとともにシービームデータ等の最新のデー

タを取り込んでいる．

なお，この J-EGG500はデータ量が非常に大きい

ため，一度にダウンロード可能な範囲を緯度経度２

度まで（約５MB）に制限している．

国内海洋調査一覧（NOP），航海概要報告（CSR），

海底設置型観測機器設置情報の変更

これらの大きな変更点は，各々の機関或は主調査

者等が自らこれらに関する情報をインターネットを

通じて直接登録できる方式を採用したことである．

従来，これらの情報は，海洋調査機関等へ提供を依

頼し，郵送されてきた紙やフロッピーに記されてい

る情報を JODC職員が編集し J-DOSSに登録して

いた．しかし，この方法では公開までに時間を要し

最新の情報が反映され難いことから，主調査者等が

インターネットを通じて J-DOSSの仮登録用ペー

ジへアクセスし情報を入力した後，JODC職員が確

認して J-DOSSの公開用ページに登録する方法へ

変更した．これにより，より迅速な情報の提供が可

能となった．

3.3 データ取得制限の撤廃

J-DOSSからデータをダウンロードできるユー

ザーについての制限を廃止し，誰でも自由にデータ

を入手できることとした．

従来，J-DOSSからの実データのダウンロードは，

JODCとデータ交換を行っている機関に限定し，一

般ユーザーはデータのカタログの閲覧のみが可能で

あった．しかし，海洋データのより一層の利用促進

を図るため，また，「行政機関の保有する情報の公開

に関する法律」（いわゆる情報公開法）が平成11年５

月に成立し，情報公開に対する社会的ニーズが高

まってきたこと等から，JODCでは，2002年２月の海

洋資料交換国内連絡会（国内の主要な海洋調査機関

で構成される）において，「一般ユーザーへのデータ

提供をフリーとする」ことを提案し各機関の賛同を

得た．その結果を受け，J-DOSSのシステムを2002年

７月１日以降，誰でも制限無くデータをダウンロー

ドができるシステムへと変更した．ただし，データ

のダウンロード容量については，一回の容量を約５

MB程度に制限している．これは，無制限な大量デー

タの転送はインターネット上の回線のトラフィック

第４図 海流系偏流データ測点図

Fig.４ Distribution of Vector Data (DRIFT).

第５図 500mメッシュ海底地形データ

Fig.５ J-EGG500.
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を増加させ他の利用者へ悪影響を与えることがある

ためである．

４ J-DOSS更新後の変化

第６図，第７図に2001年１月から2002年11月まで

の間に，J-DOSSからデータをダウンロードした月

毎の機関数及びファイル数を示す．

これまでのダウンロード機関数は，月間20～30機

関程度でほぼ横ばいであったが，2002年７月に提供

可能な機関の制限を撤廃して以降，利用する機関は

150以上へと大幅な増加を示しており，JODCとデー

タ交換を行っている従来からのユーザーである公的

機関等以外にも民間企業や個人などのユーザーが増

加している様子が窺われる．また利用する機関数の

増加に伴って，ダウンロードされたファイル数も

2002年６月以前は，月間200～300程度であったのが，

７月以降は月間2000～3500程度へと大幅に増加し

た．なお，2002年の６，７月のファイル数は，シス

テムテストのためのダウンロードが上乗せされてい

る．また2001年の11月から2002年の５月までの間に

ダウンロードされたファイル数が少ないのは，ログ

システムの不備により潮汐データが正確にカウント

されていないためである．

５ 終わりに

地球規模の気候変動が人類に及ぼす影響が深刻な

問題になっている今日において，長期にわたる海洋

観測データはますます重要となりつつある．また，

従来の観測船データのみならず，人工衛星，中層ブ

イ等の新しい観測手段によって大量の観測データが

蓄積されつつある．このような状況に対応し，今後

ともデータの収集に努め，それらのデータを広く公

開していくことが JODCの責務である．さらに，人

類の生存に密接に関係する環境攪乱物質等が増加し

ており，環境関連の指標ともなる生物データの役割

も大きくなってきており，現在作成中であるベント

ス（底生生物）の分類コードや観測データを J-DOSS

に掲載するなどデータ項目の追加も必要である．

J-DOSSは，今後もユーザーに対し貴重な海洋

データを提供する有効な手段として，ITの進化や社

会ニーズに対応したよりフレンドリーなインター

フェースを目指して改良を加えていくことが重要で

あると考えている．最後に，これまでに J-DOSSの

拡充に寄与されてこられた諸先輩，また，機器等の

導入にご協力頂いた方々に厚くお礼申し上げます．
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第６図 データダウンロード機関数

Fig.６ Number of Organizations, which down
 

load data from J-DOSS.

-

第７図 データダウンロードファイル数

Fig.７ Number of Downloaded Data Files.
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